
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   

学 校 名 養老町立上多度幼稚園 

実 施 期 間 平成２５年１１月６日（水） 

実 施 概 要 ○保育参観・評議員・お世話になった地域の方と一緒に幼小合同運動会で経験

した遊びを楽しむ。＜かみたどオリンピック＞ 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 ３０人
計   ３６人

地域関係者 ６人

実 施 状 況 ○事前活動 
９月、幼小合同運動会、それに向けての１年生との競技練習・ 全校での総練習を経験

し、「お兄さんお姉さんのようにかっこいい運動会をやりたい。」という気持ちから始ま

った運動会遊び。整列の仕方、応援の仕方、色々な役割があることなどを、５歳児なりの

感覚で感じ取り、幼稚園にある遊具を駆使して、自分たちの競技にはなかったリレーや障

害物競走「とんで、くぐって、わたって、・・・ＧＯ！」などをまねしながら遊び始めた。

また、「応援団の子、大きな声でかっこよかったね」と、旗を振って友達の応援をしたり、

「ささっとやってすごかったね」と係の活動を始めたり、自分たちで試行錯誤しながら自

分たちのやり方で楽しんだ。 
  また、運動会後の町民運動会やＪＡ農業祭などにおいて地域のおばあさんから教えても

らった銭太鼓での踊りを披露する機会があり、みんなに見てもらい応援してもらうことの

嬉しさを体験した。 
本時は、そのような取組から、「かみたどオリンピック」として家族・お世話になって

いる地域のみなさんと楽しく過ごしながら、Ⅲ期（９･１０月）の目標「みんなで一緒に」

からⅣ期（１１・１２月）の目標「挑戦してみよう」に向かう子どもたちの姿を願うとと

もに、地域の伝統文化に親しむことができるよう取り組んだ。 
 

○参加していただいた地域でお世話になっている方 
   ・上多度小学校長 ・上多度公民館長 

・踊りの先生（夏祭りで盆踊りを教えてくださった方） 
・銭太鼓のおばあちゃん（銭太鼓を教えてくださった方々） 

＜日  程＞  

登 園～ 9：30   自由参観（当番活動・朝の会） 

9：45～11：45  「かみたどオリンピック」（運動場）＊プログラムの通り 

11：50～12：45  給食（遊戯室）＊お家の人と一緒に給食とお弁当を食べる。   

12：45～13：00  諸連絡・ 帰りの会・降園（午後：小学校就学時検診へ） 

＜プログラム＞ 

番号 種   目 内   容 出 者

※ 開会式 
園長先生の話 

お客さまの紹介 
全員 

１ 元気に準備体操 仲良く身体を動かそう〔カードで遊ぼう〕 園児 

２ 
もぐって、渡って、跳んで、

くぐって、ＧＯ！ 
障害を乗り越えてゴールを目指そう 園児 

３ ボールにチャレンジ 
① ボール送り競争 

② 転がしドッチボール 
全員 

４ 遊具にチャレンジ 

①� 吊り輪〔三回まわり〕 

②� 鉄棒〔こうもり、前まわり･逆上がり〕 

③� うんてい〔ぶら下がり、一本ぬかし〕 

園児 



５ お家の人のチャレンジ なわとび 保護者

６ みんなで踊ろう！ 
銭太鼓「うんとこよさこいソーラン」 

   「夏祭り」 
親子 

７ リレー チームで力を合わせて 園児 

※ 閉会式 

今日のお話し ①園児より 

②お客さまより 

③保護者より 

全員 

＊プログラム作成に当たって 

 ○子どもたちが「やりたい」と希望した種目（１．２．３．４．６．７） 

 ○子どもたちの成長に刺激を与えるため教師が仕組んだ種目（５） 

 ○地域の方々とのふれあい種目（１．３．６） 

＊銭太鼓について 

 7／16：地域の銭太鼓グループの方々に教えてもらい、保育参観にて親子で銭太鼓を作る。

 9／29：町民運動会にて、親子で銭太鼓の演技を披露する。 

11／3：ＪＡ農業祭にて、銭太鼓の演技を披露する。  

成果及び課題 ○２学期の目標「みんなと一緒にがんばろう」の姿として、やりたいことを実現していくた
めにみんなで考えながら課題解決していく姿が見られた。その後の活動においても、遊び
の中で人数をそろえたり、応援し合ったり等、経験を生かした姿が見られている。 

○本時にかかわる取組を「きらきら通信」を通して事前に保護者に知らせたり、保護者の種
目に縄跳びを入れたりしたことにより、翌日からの子どもの活動に変化が見られ、子ども
たちの主体的に挑戦する姿に、保護者が応援するなど、園の取組を理解してもらうことが
できた。 

○保護者や地域のお世話になっている方々の拍手や声援に応えながらの活動により、地域の
方とのふれあいとみんなに見守られている安心感や感謝の気持ちを感じることができた。
また、上多度地区で親しまれている銭太鼓を披露することは、地域の喜びであり、自信に
もつながると感じられた。 

●銭太鼓・瓢箪・バケツの稲作といろいろな場で地域の方々にお世話になり、いろいろな体
験をさせていただいている。イベント的ではなく、１年間の園生活を通して地域が感じら
れるよう意識しながら指導に当たりたい。そして、卒園してからもふるさとを愛する子ど
もたちを育てていきたい。 

＜保護者より＞ 
○運動会を機に本当にたくさんのことが発見でき、それをやってみたいと思う気持ちが大切
にされていた「かみたどオリンピック」だと感じました。数を増す毎に上手になる踊りや、
かけっこでゴールを目指してがんばって走る姿も、とても微笑ましく見ることができまし
た。ありがとうございました。 

○子どもたちがどの種目にも楽しんで参加している姿が見られ、見ていてもとてもうれしく
なりました。なかなかうまくいかなかった人数あわせも、みんなで意見を出し合って解決
できるようになっていたので、成長を感じました。そして、銭太鼓の演技、みんないろい
ろな場で踊ってきたからか自信を持って踊れていて、とても格好良かったです。銭太鼓を
作るのは大変ですが、上多度の伝統としてずっと続いていくといいなと思いました。子ど
もたちとの「ころがしドッチ」もとても楽しかったです。 

○春の運動会では、ひたすら一生懸命の姿にかわいらしさを感じましたが、オリンピックで
は、たくましく成長した姿を見せてもらいました。準備も自分たちで、かけ声に声援・係
りの仕事と自分たちで考えながら進めている姿に感心しました。子どもが、お友達から応
援してもらっているとうれしいですね。これからも助け合える仲間でいてほしいと思いま
した。 

○子どもたちが考えたオリンピックということで、とても楽しみにしていました。自分たち
がやりたいことがたくさん盛り込まれていて、子どもたちの瞳がキラキラしているのを感
じました。何より１番感じたのは「成長」です。お母さんたちと「こんなことできるよう
になったんだね！すごいね！」と話しながら見ていました。みんな毎日がんばったんだな
あ･･･としみじみ。子どもたちと親が一体となって楽しめたことは、親としての私の宝物
になりました。すてきな1日をありがとうございました。 

＜地域の方より＞ 
○いろいろ子どもなりに考える姿、すばらしかったです。全員が楽しそうにやっていたので，

ほほえましく見えました。 
○競技が勝ち負けにこだわりのない、一人一人の個性にかかわる物でよかった。どの競技に
対してもあきらめることなく取り組んでいた姿はすばらしい。一人一人の役割が明確で活
躍の場が設定され、よくやっていた。 

○参加ありがとうございました。ＪＡでの銭太鼓も上手にできました。皆さん喜んでみえま
した。今後もお世話になります。交流、楽しみに待っています。 

 


